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	応用
	抗原情報
	背景
	GRB2関連結合タンパク質2（GAB2） Homo sapiens この遺伝子は、GRB2関連結合タンパク質（GAB）遺伝子ファミリーのメンバーです。これらのタンパク質はプレクストリン相同性（PH）ドメインを含み、SHP2チロシンホスファターゼおよびGRB2アダプタータンパク質に結合します。これらは、サイトカイン受容体、増殖因子受容体、T細胞抗原受容体、B細胞抗原受容体を介した刺激に応答して、様々なシグナルを伝達するためのアダプターとして機能します。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、高親和性IgE受容体の活性化に応答して、ホスファチジルイノシトール3キナーゼの主要な活性化因子です。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする2つの選択的スプライシング転写産物が記載されています。 [RefSeq提供、2009年11月],PTM:PTPN11によって脱リン酸化されます。,PTM:トロンボポエチン受容体（TPOR）、幹細胞因子受容体（SCFR）、T細胞およびB細胞抗原受容体、gp130、IL-2R、IL-3Rによってチロシン残基がリン酸化されます。,類似性:GABファミリーに属します。,類似性:1つのPHドメインを含みます。,サブユニット:GRB2、PI-3キナーゼ、およびその他のSH2含有タンパク質と相互作用します。,
	研究分野
	Fc イプシロン RI、Fc ガンマ R を介した貪食作用、慢性骨髄性白血病、
	画像データ
	

	GRB2（リン酸化Ser159）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定（リン酸化ELISA）
	

	GRB2（リン酸化Ser159）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト大腸癌の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	HT29細胞ライセートを血清20% 15‘で処理し、GRB2（リン酸化Ser159）抗体を用いてウェスタンブロット解析を行った。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。

